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　The　purpose　of 　this　study 　was 　to　know 　the　structures 　of 　images　of 　female　nursing 　staffs ，64　adlectives 　 were

collected 、　 then　 rated 　 with 　five　points 　 scales （Inadequate（1）〜Adequate （5））according 　to　three　types　 of　 images
（realiStiC 　image ，　 ideal　image ，　 image 　in　 maSS 　 media ） b｝

・171　 female　 nUrSing 　 StaffS ．

　The　data　were 　analyzed 　with 　factor　analysis ，　 and 　some 　factors　were 　obtained 　for　each 　image．　In　a　realistic

image ，　 five　factors　 were 　 obtained ： occupation 　image ，　 positive　 personality ，　 negative 　 personality ，　 appearance ，
fernale　image．　In　an 　ideal　i皿 age ，　five　factors　 were 　 obtained ： positive　professional　image ，　 academic 　image ，
n 曙 ative 　professional 　image ，　female　image，　 appearanee ．　In　image　in　 mass 　media ，　three 　factors　 were 　obtained ：

general　 occupation 　iInage，　 pos三tive　female　image ，　 negative 　female　ilnage．

Key 　 words ： structure 　 of 　iInage （イ メ
ー

ジ構造），　 nurse （看護 婦），　 realistic 　image （現実 像），　 ideal　 image （理想 像 ），

　　　　　　image 　in　mass 　media （メ デ ィ ア 像）

はじめに

　看護婦 に 対す る イ メ ージ
， お よ び 看護職 に 対す る イ

メ
ージに 関す る 最近 の 研究 に お け る 調査対象者 は，看

護学生 （大学生 ， 短期大学生 ， 専門学校生）が最も多

く， 次い で 病院勤務 の 看護婦 で あ る ％

　われわれ
6〕

は，171名 の 看護婦を対 象 として ，現役

の 看護婦 自身が 描 く現実 の 看護婦像 （以降 ， 現実像）

と，理 想 とす る像 （以降，理 想像） と，マ ス メ デ ィ ア

の 中 に描かれて い る像 （メ デ ィ ア 像）とにっ い て ，64

項目を 「弱 い 〜強い 」 の 4段階で 評定を求 め た 。 そ の

結果，現実像 で は，「体力 が 必要」，「忙 し い 」，「観察

力を要す」，「白衣」，「責任感の ある」で評定値が高くt

「め め しい 」 と 「卑わ い 」 で 評定値 が 低か っ た 。

一
方，

理 想像で は，「責任感 の あ る」，「正 確 な 」，「観察力 を

要す」，「専門的」，「健康的な」，「技術 の 熟達」など24

項目で評定値が高く，「め め しい 」，「卑わ い 」，「恐ろ

しい 」．「陰険 な 」，「冷たい 」，「セ ク シ
ー

な」 で評定値

が 低か っ た 。
こ の 現 実像 と理想像 との 間 で は，64項目

中， 60項目で 有意差が み られ，両者に は乖離が大きい

こ とが 明 らか と な っ た 。 他方，メ デ ィ ア 像 で は ， 「白

衣」，「キ ャ ッ プ」，「白い 靴」，「美人」，「明 る い 1 で 評

定値が 高く， こ れ ら は い ずれ も現実像 の 評定値 よ りも

有意 に 高く，
メ デ ィ ア で 誇張さ れ て 描か れ て い た 。 ま

た，現実像とメ デ ィ ア 像との 間で は ，64項目中，57項

目で 有意差が み られ，こ の 両者 に も乖離が大きい こ と

が 明 らか と な っ た 。
こ の よ う に，イ メ ージ 豫 の 間 に 差

が大きい の で あれば，各々 の構造には違い があるこ と

が想定 さ れ る 。

　看護婦 に 対す る イ メ
ージ （以降，看護婦 イ メ ージ），
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お よ び看護職 に関す る職業イ メージ （以降，看護職イ

メ
ージ）の 構造を因子分析に よ っ て 検討 したもの が散

見 され る。

　 林ら
z〕

は ， 看護短期大学生263名を対象と して ，看

護婦イ メ
ージ に 関 して は，20項目を 「全 くあ て は ま ら

な い〜非常 に あて は ま る」 の 5 段階で 評定 させ て ，

「や さ しさ ・あた．た か さ」， 「仕事 の 大変 さ 」，「知的専

門職」の 3因子を得た 。 さ らに，看護職 イ メ
ージ に 関

して は ， 別 の 20項 目を同様 の 5 段階で評定さ せ て ，

「仕事の や りが い 」 と 「職業と して の 安定性」 の 2 因

子を抽出 した。 そ して，進路選択 に つ い て 満足 して い

る 者 は
， 「仕事の 大変 さ」 よ りも，「や さ しさ ・あ た た

か さ」 と 「仕事の や りが い 」を強く感 じて お り，満足

して い な い 者は，「仕事 の や りが い」 よ りも 「仕事 の

大変さ」 を 強調 して い る こ と を報告 した 。

　上大迫 ら
3｝

も， 看護専門学校生531名を対象として ，

看護婦 イ メ ージ と看護職イ メージを検討 した。 そ の 結

果，看護婦イ メ
ージ に 関 して は，39項目を 「全 くそ う

は思わ な い〜全 くそ う思う」の 6段階で評定させる こ

とに よ っ て，「親和性」， 「堅 実性」，「知性」，「外見性」

の 4因子を得た 。 看護職 イ メ
ージに関して は，39項目

を同様 に 6段階 で評定 させ る こ と に よ っ て ，「自己実

現」，「体力 ・知力」，「社会的貢献度」，「職場環境」の

4因子を得た。 そ して ， 「親和性」 と 「外見性」は学年

が 進むに っ れ て 低下す るが，「堅実性」 と 「知性」 と

い う 「看護婦の内面的な イ メ
ージ」 は変化しな い と い

う結果 を報告 した 。

　石井と平元
4 ）

は，短期大学部看護学科生 と看護専門

学校生を対象と して ， 入学時 と臨地実習開始前 に，

「看護 に対す る イ メ
ージ」 を

，
20対 の 形容詞と 形容動

詞を 7段階の SD法 で評定さ せ た 。 因子分析 の 結果，

「看護就労希望」， 「看護の価値」，「看護 の 活動」，「看

護婦 の 性格 」，「看護婦の 外観」 の 5 因子を得た 。 そ し

て，因子得点は ， 「看護 の 活動」因子 で は 短大生が他

よ り も有意 に 低 く， 「看護婦 の 性格」 因子で は 短大生

が専修 2年課程生よ りも有意 に高く，「看護婦の 外観」

因子で は専修 3年課程生が短大生よ りも有意 に高い こ

とを報告 した 。

　縄 ら
5）

は ， 新規採用 の 看護婦56名に対して ，病院看

護婦と自分に つ い て の イ メ ージを ， 10対の 形容詞を 7

段階の SD法で 評定 させ る こ とに よ っ て 調べ た 。 　因子

分析の 結果，病院看護婦に対す るイ メージは，「価値↓

「行動 」，「人柄」の 3因子 で 構成 さ れ て お り ， 自己 イ

メ
ージは，「能力」，「人格」，「性格」 の 3 因子で構成

され て おり，両者で は構造が 異 な る こ とを示 した。 縄

ら
5 ）

は ， 「病院ナ ー
ス に は看護婦 の 理想像を求め，自

分 に は生身の 人間を み て お り，ま さ に 理 想 と現実 を表

わ して い る」 と考察 して い る。

　 こ の よ うに，個 々 の 先 行研 究を 検討す る と
， 4論文

の うち 3論文 の 対象者は短大生 か 専門学校生 で あ り，

現役 の 看護婦で も新規採用者 で あ る 。 現在，看護職に

就 い て い る対象者に 関 して は未調査で あ る 。 また，わ

れ わ れ が実施 した イ メージ調査
e ）

の よ うに，現実像 と

理想像を同一項目で 検討 した もの は 見当た らな い
。

　本研究 で は，わ れ わ れが 実施 した イ メ ージ 調査
6 ）

で

用い た 64項目に っ い て 因子分析を行う こ とに よ っ て，

現実像と，理 想像，メ デ ィ ア 像の イ メ
ージ構造を明ら

か に す る こ とが目的で あ る 。

方　　法

調査対象者 ：本研究の 対象者は，わ れ われ の 行 っ た研

究
6｝ と同

一
の 対象者で あ る 。 す な わち， 都市部と郡部

に ある100床以 上 の 病院 に 勤務す る現役の 看護婦171名

（平均年齢＝33．8歳）で あ る。 そ の う ち，高校卒業後

に 看護専門学校を卒業した者が71％で あり，一
般看護

婦が78％で，病棟勤務が 85％ で あ る 。

手続き 二調査期間は ，平成9 年 1 月か ら 3月 の 間 で あ

り，勤務先の 病院を通 して 趣旨を説明 し，調査票を配

布 した 。

一
部の 病院で は一括して 回収 したが，多 くは

郵送 に よ る回収と した 。 回答 は自由意志と し，個人 は

特定で き な い よ うに した。

　同
一

の 64項 目か らなる調査票を用 い て，看護職の現

実像，理想像，
メ デ ィ ア 像の 順序で，各項目が イ メ

ー

ジに どの 程度あ て は まるか を，「弱 い （1）］ ， 「や や弱 い

（2｝」，「や や 強 い ｛3｝」，「強 い （4）」で評定を求め た 。 実際

の 教示は ， 現実像に つ い て は ， 「あな た は現実に 働 く

看護婦 ・ 士 に 対して どの よ う なイ メ ージ をも っ て い ま

すか ？」 で あり，理想像に っ い て は ，「あ な た に と っ

て理想とす る看護婦 ・士とはどの ような イ メージ です

か ？」 で あ り ， メ デ ィ ア 像 に つ い て は ， 「あ な た は テ

レ ビ ドラマ や雑誌の 記事 な どに描かれ る看護婦 ・士像

に対 して どの よ うな イ メ ージを も っ て い ますか ？」 で

あ っ た 。

N 工工
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デ
ー

タ処理 ： 主成分分析を経 て，主因子法 バ リマ
ッ ク

ス 回転 に よ る 因子分析 を 行 っ た 。 因子数 の 決定 に は，

まず累積寄与率落差と累積寄与率 に よ っ て，現実像，

理想像，
メ デ ィ ァ 像そ れ ぞ れ の 因子数を決定 した 。 そ

こ で，各因子へ の 負荷量が
一

定値未満の 項目を除外 し

て再度因子分析を行うこ とを繰 り返す こ とに した 。 こ

の 操作 は，現実像，理 想像，メ デ ィ ア 像 の 各因子 を構

成する項 目すべ て の 因子負荷量 が一
定値以上 と な り，

各因子の解釈が可能 と な る ま で 行 っ た 。 こ の一定値

（O．40，な い しは0．50） と，因子数 の 決定法 は，各 イ

メ ージ像 に 対 して 同
一

とした。

結　 　果

Table　1 現 実 に働 く看護婦・士 に 対 す るイ メ ージ の 因子分析 結果

　 （育効 サ ン プ ル 数
＝171）

．　 　 　 　 　 項 　 　目 因子 負荷量

　 まず，固有値落差と累積寄与率をみ て，現実像 で は

5因子が，理想像で は 5因子 が，メ デ ィ ア 像で は 3因

子が 抽出され た 。 そ こ で，因 子数 を現実像 で は 5，理

想像で は 5 ，メ デ ィ ア 像βと指定 して，構成す る各因

子へ の 負荷量が一
定値未満の 項 目を除外 して，再度因

子分析を行 っ た とこ ろ，
一

定値が0．40の場合に，同様

の 因子が 抽出 さ れ た 。 再度，因子負荷量が 0，40未満 の

項目を除外 して 因子分析を行 っ た と こ ろ，す べ て の 因

子 に お い て 因子負荷量が 0．40以上 と な り，解釈 も可能

で あ っ た の で ，因子分析 を 終了 した 。

1）現実像

　54項 目が残り，10項 目が 落 ち た 。 因子分析の 結果 は

Table．1に 示した 。 5因子の 累積寄与率 は ，
46．85％ で

あ り，α 係数は第 1因子 か ら，そ れ ぞ れ 0．91，0．90，

0．78，0．73，0．60で あ っ た 。

　複数の 因子 に0．40以 上 の 因子負荷量 の あ る項目は 8

項目で あ っ た 。 第 1因子 は23項目で ，第 2因子 は18項

目，第 3因子 は10項 目，第 4因子 は 5項 目，第 5因子

は 5項目で 構成さ れ て い た 。

2）理 想像

　58項目が残り，8項目が落ち た 。 因子分析の 結果は

Tab且e．2に 示 した 。 5因子の 累積寄与率 は，50．37％ で

あ り， α 係数は第 1因子か ら ， そ れ ぞ れ 0．91， 0．92，

0．85，0．77，0．86で あ っ た 。

　複数 の 因子 に 0．40以上 の 因子負荷量 の あ る項 目は 9

項目で あ っ た 。 第 1因子 は23項目で，第 2因子 は 16項

目，第 3 因子 は 13項 目，第 4 因子 は 8項 目，第 5因子

は 4項目で構成され て い た 。

第 1因子 ：職業イ メ ージ （or　＝O．9t）
　33　探求 的な　　 　　 　　 　 　　 　．72
　47　科学的　　　　　　　　　　　．70
　60　研究的　　　　　　　　　　　．68
　38 応 用 力が あ る　 　 　 　 　 　 　 ．67
　37　 理性 的　 　 　　 　　 　　 　　 　．66
　48 動勉 な　 　 　 　 　 　 　 　 　 　．63
　56 技術 の 熟 達 　 　 　 　 　 　 　 　．62
　40　専門的　　　　　　　　　　　．62
　39　 コ ミ」ニ ケ

ー
シ ョ ンが 上手　 　．58

　54　理論的　　　　　　　　　　　．57
　57 信頼 で きる　 　 　 　 　 　 　 　 ．54
　64 将来性の あ る　　　　　　　 ．53
　35　管理 的　　 　　 　 　　 　　 　　．53
　 46　 テ キ パ キ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．53
　53 倫理 的　 　 　 　 　 　 　 　　 　 ．50
　31 安定 した 　　　　　　　　　 48

　34 協調性 の あ る　　　　　　　 ．48
　52 自立 　 　　 　　 　 　　 　 　．46
　50　価値の ある　　　　　　　　 ．45
　 19　育 ちの 良 い 　　　　　 　　　　．45
　29　緻密 な 　　　　 　　　　　 　　．44
　55　観察力を要す　　　　　　　　4L

　l8　知的 な 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ．40
第 2 因子 ：肯定 的性格 行動傾 向 （α ＝O．90）
25　あ たた か い

7　 や さ しい

lO 清潔 な

16 活発 な

9　 誠実な

11　 明 る い

20 健康 的な

45　 さわ や か な

21　や りがい の ある

22 正 確な

15 責任感 の あ る

59　親 し み や すい

18 知 的 な

57 信頼で きる

34 協 調性 の あ る

6　清楚な

24　体 力が必 要 な

50 価 値 の ある

812905786856048845112120123343454004　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

．04　　　　．02　　　　．03　　−．03
．ll　　　　．05　　−．07　　−，05
．10　　　．17　　

−．04　　　．ll
．13　　−．14 　　　　．16　　　　．21
．06　　−、08　　　．2G　　　、25
．22　　　　．Gl　　−．02　　　　．10
．19　　

−．06　　　．05　　−．24
．28　　−．G5　　　　、13　　−．16
．28　　−．28　　　．且6　　　．02
．22　　 ．21　　 ．03　 −．21
．47　　−．25　　　　．Ol　　−、10
．19　　　．07　　　．17　　　．14
．04　　　．19　　　，09　　　．05
．38　　−．12　　　　．11　　−．08
．30　　　　．11　　

−．01　　− 12
．12　　　．11　　　．11　　　．17
．43　　−．23　　　．15　　−．09
．30　　　　．2D　　　@．33　　−．3
．40　　　　，20　　−．12　　　　．D
、08　　　，06　

　−．14　　　　．4
，16　　　．06　　　　．04　　　　，1
、37　　　　．02　　　　、15　

　−，4
，47　　−，05　　　．08　　　　．2

第3因 子1否定的性格行勤傾 向（ α＝O．7B
　 62 恐ろ

い 　58
圧 的 　51
が 強い 　 12

め めし い

27 陰 険 な

@14 卑 わ い

　 23冷 た い 　44
プ ライ ド が高

　 61 個

的 　 4

ﾛ 守的 第 4

子 ： 　

@ キャ ップ 　 1
　 白衣 　

@ 白い 靴（ ナ ー ス シ ュ ー

） 　3
白 い スト ッ

ン グ 　

@ 美人 第 5 因

： 　5 　

人 　13 　か

いい 　6 　清楚な

　lg
ちの良

　
　観察力

要す
050703|

．3

− ．

−．24 − ．09 、29 ．24
．26 ．72　　− ．08　　− ．09　
　　．GO ．71　　|．17　　　．08
　　．37 ．69　　− D13　　　　．1
@　　　．

28
，65　　　　．16　　

　，01　　−．04 ．65　　− ．10　　

．02　　　．35 ．64　　−
．13　

　　．02　　　　．16 、62 　　−．
　　　．17 　　− ．17 ．61　　−．
　　　．10 　　　．06 ．59　　−，
　　　，03　　−．14 ．52　　−

07　　　．06　　− ．16 ．50 　　−

　　　．05　　− ．03 ．48　　　　

07　　　．00　　− ．04 ，47　　
．05　　

　．08　　　　21 ．47　
−．25　　　．Ol　　−．監0 ．43
　−．23　　　．15　　−．09 ．41　
−，11　　　．15　　　，52 ．40　　

　．02
　　　．

　　−
2240

　　

　．20
　−．1@
　　　
06

黶D26
− ．05 ．26 − ．07 −．

−

．

04

−

．

−

．

02

．

2

−．07 外

上看護婦イメージ

α＝＝O． 73
）

5097520966655555

．07 　　．
．13 　 −、0
　．26 　− ．

一ユ1　　，32
−，Ol 　 　．

． 10 　 　． 29 −

02　　

1916
　　

05
、13

　−．0
．00
一〇9
女性イ
ージ（

＝06
  　．G6 　．19
@．06 　、14 一〇3
一．03 　．Ot ．08
．45 ．411 蕪 ．

　　　．15　　　．40 ．1

@ 　　．

　　　
37A41

　−．l
@ 　 　

15 ．0
@ 　 　．06 　　

．

14
．

37
　

　

　

02

　

　．15@ ．53C53 ．2
49 − ．46 固有値 寄与率（％） 累積寄

率（％〉 411588855 　11

D00 　
　　 4 ， 03 　 　 　2 ．90 　 　 　 2 ，凰 12 ．



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

126　 神戸市看 護大学 紀要　Vol ．3 ， 1999

Table　2　理想 とす る看護 婦 。士に 対する イ メージの 因子分析 結果

（有効 サ ン プル 数＝171）

　 　　 　　 項 　 　目 因子負荷 量

第 1因子 ：肯定的 専門イ メ ージ （a ＝O．91）
　 55

　22
　20

　 15
　 25

　 56
　 57
　 io

　 21
　 39

　11
　 40

　59
　 9

　 46

　45

　 18

　48

　 16
　 7

　38
　52
　 34

　54 理 論的

　47 科学的

　53 倫理的

　60 研究的

　33 探求的な

　37 理性的

　5D 価値の ある

　48 動勉な

　38　応用力が あ る

　34 協調性 の あ る

　36　経済的観念の ある

　61 個性的

　52　 自立

　64 将来性の あ る

　29 緻 密 な

　28 楽 しい

第 3因子 ：

　30 危険の あ る

　62 恐ろ しい

　58 威圧的

　26 忙 しい

　42 汚い

　27 陰険 な

　32 低賃金の

　51 気 が 強い

　23 冷たい

　35 管理 的

　44　プ ラ イ ドが 高い

　49 保守 的

　43 従順

　 7　 や さ しい

　9　 誠実な
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3 ） メ デ ィ ア 像

　58項目が 残り， 8項目が 落 ち た 。 因子分析 の 結果 は

Table．3に 示 した 。 3因子 の 累積寄与率は，49，18％ で

あ り，α 係数 は 第 1因子か ら，そ れ ぞ れ 0．91，0、90．

0．82で あ っ た 。

　複数の 因子に 0．40以上 の 因子負荷量 の あ る項 目 は 3

項目で あ っ た 。 第 1因子 は36項 目で ，第 2因子 は 16項

目で，第 3因子 は10項 目で 構成され て い た 。

考　　察

1）現実像

　累積寄与率が 46，85％ で あ り ， α 係数 は第 1，第 2

因子が 非常 に 高 く，第 3，第 4 ， 第 5因 子 も相当 に 高

い 値 な の で ，こ の 5因子構造 は内的整合性 が高い と判

断された。

　第 1 因 fを構成す る項目は ，因子負荷量 の 高い 順 に，

「探求的 な」，「科学的」，「研究的」，「応用力 が あ る」，

「理性的」，「勤勉な」， 「技術 の 熟達」，「専門的」 （0．60

以上） で あ り，学究的イ メ ージや 専門的イ メ
ージ を含

ん で い る。他 の 項 目に は，「将来性の あ る」や，「テ キ

パ キ」，「倫理 的 」，「協調性 の あ る」 な ど が あ る こ と も

考慮す る と，第 1因子 は 「職業イ メ
ージ」因子 と命名

した。

　第 2因子を構成す る項 目は，因子負荷量 の 高い 順に，

「あ た た か い 」，「や さ しい 」，「清潔 な 」，「活発な 」，

「誠実な」，「明 る い 」，「健康的な」，「さ わ や か な」（0，60

以上） で あ り，い ずれ も性格傾向を表わすもの で あ る 。

さ らに，あ た た か さや，や さ しさ等の 静的な傾向 の み

で な く，活発と か ， 健康的等 の 動的 な傾向を表わ す項

目も含まれ て い る 。 した が っ て ， 第 2 因子 は 「肯定的

性格行動傾向」因子と命名 した。

　第 3因子 を構成す る項目は ， 因子負荷量 の 高 い 順に，

「恐 ろ しい 」， 「威圧的」，「気 が 強 い 」（0，60以 上），「め

め しい 」，「陰険な 」，「冷た い 」など，やはり性格傾向

を表わすもの で ある 。 しか し，第 2因子 と は反対の 方

向な の で，対 比 さ せ て ，「否定的性格行動傾 向」 因子

と命名 した。

　第 4 因子を構成す る項 目は，因子負荷量 の 高い1順に，

「キ ャ ッ プ」，「白衣」，「白い 靴」，「白 い ス ト ッ キ ン グ」

で あ り，服装を表わす項 目が 並 ん で お り， 「外見上看

護婦 イ メ ージ 」因子と命名す る の が適当 と考え られ た。

　 第 5因子 を構成す る項目は，因子負荷量 の 高い 順 に，

　 看護婦自身の 現実 像 と理想 像 とメ デ ィ ア 像の 構造　 127

「美人」，「かわい い 」，「清楚 な」， 「育ち の よ い 」 など

が 並 び，外見を表わ す が，第4因子 の よ う に 服装面 で

の 外見 で は な い の で ，「女性 イ メ
ージ」 と命名した 。

　第 1 因子の 「職業 イ メ
ージ」 と第 2因子 の 「肯定的

性格行動傾向」因子とが，イ メ
ージ構造上大き な部分

を 占め て お り，こ れ らの 側面を中心 として，自己像を

捕 らえて い る と考 え られ る 。 しか し，寄与率 は 両者 ほ

どで は な い が，第 3 因子 に 「否定的性格行動傾向」 も

存在す る 。 した が っ て，性格行動面を肯定的 な面 と否

定的な面 に分けて 捉えて い るが，現実像全体で は職業

の 面 と性格行動面が 自己像 の 核と考え られ る 。

2）理 想像

　累積寄与率が50．37％で あり，α 係数 は第 1，第 2，

第 3，第 4 ，第 5因子 と も非常に高い 値なの で，こ の

5因子構造は 内的整合性 が 高 い と判断 さ れ た 。

　第 1 因子 を構成す る項目は，因子負荷量の 高い 順 に，

「観察力を要す」，「正確 な」，「健康的 な 」， 「責任感 の

ある 」，「あ た た か い 」，「技術 の 熟達」，「信頼で きる」，

「清潔な」，「や りが い の あ る1 （0，60以上） で あ り，仕

事 に 関す る イ メ
ージが並 ん で い る 。 しか し，現実像の

第 1因子 と は 項目の 構成 が 異 な る の で，「肯定的専門 イ

メ ージ」因子 と命名 した 。

　第 2 因子を構成す る 項 目は，因子負荷量の 高い 順 に，

「理論的」，「科学的」，「倫理的」，「研究的」，「探求的

な」，「理性的」，「価値の あ る」（0．60以上）で あり，科

学性や研究志向性を表わ して い る 。 した が っ て，「学

究的 イ メ
ージ」因子 と命名した 。

　第 3因子を搆成す る項目 は，因子負荷量の 高い 順に ，

「危険 の あ る」，「恐 ろ し い 」，「威圧的」，「忙 しい 」，

「汚 い 」，「陰険 な」，「低賃金 の 」（0．60以上） で あ り，

看護職 に 伴 う危険とか汚さ などの 否定的な 側面を表わ

して い る。
した が っ て ，「否 定 的 専 門 イ メ

ージ」 と命

名 した 。

　第 4因子を構成す る項目は ， 因子負荷量の 高 い 順 に，

「や さ しい 」，「誠実 な 」，「清楚な 」，「か わ い い 」 で あ

り，現実縁 の 第 5 因子 と同様な項目で あ り，「女性 イ

メ
ージ」因子と命名 した。

　第 5因子 を構成す る項 目は，因子負荷量 の 高い 順に，

「白い 靴」，「キ ャ ッ プ」，「白衣」， 「白い ス ト ッ キ ン グ」

と，現実像の 第4 因子と同
一

の 項 目で あ り，「外見．ヒ

看護婦 イ メ
ージ 」因子と命名 した。

　寄与率をみ る と，「肯定的専門イ メ ージ」 と 「学究

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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的イ メージ」が 理想像 の 中心を占め て い る と考え られ

る 。 しか し，寄与率はあまり高 くは な い が ， 第 3 因子

に 「否定的専門 イ メージ」が存在するの で ， 専門 イ メ
ー

ジ も， 肯定的な側面 と否定的な側面 とを明確 に 意識 し

て い るこ とが分か る 。

3）メ デ ィ ア 像

　累積寄与率が 49．18％ で あ り，α 係数 は第 1，第 2 ，

第 3 因子 と も非常 に 高い 値な の で ，
こ の 3因子構造は

内的整合性が高い と判断され た 。

　第 1因子を構成する項 目は，因子負荷量 の 高い順に ，

「観察力 を 要す」， 「技術 の 熟達」， 「応用力 の あ る 」，

「勤勉な」，「専門的1，「倫理的」，「研究的」，「探求 的

な」， 「理論的」，「将来性 の あ る」（O．76以上） な ど ，

現実像 の 第1因子の 23項目中22項目が 入 っ て い た 。 こ

の他に，「経済的観念 の ある」，「責任感 の あ る」， 「危

険 の あ る」， 「正確な」， 「体力が必要な 」 （0．60以上）

等の 項目も入 っ て お り，仕事 の 様 々 な側面を表わす項

目が入 っ て い る。 したが っ て，「複合的職業イ メ
ージ」

と命名 した 。

　第 2因子を構成す る項目は，因子負荷量 の 高 い 順 に，

「清楚な 1， 「やさしい 」，「清潔な」， 「明る い」，「さ わ

や か」， 「誠実な」， 「あ た た か い」，「美人」（0，60以上）

などで 構成されて お り，女性 の イ メ ージ を表わ して い

る と考 えられた。

　ま た ， 第 3因子 を 構成す る項 目は，因子負荷量 の 高

い順に，「恐ろしい 」，「陰険な」， 「威圧 的」，「冷た い 」，

「セ ク シ ーな」， 「卑わ い」 （0．60以上）等で 構成 され て

お り，こ れ も女性 の イ メ
ージを表わ して い る。 しか し，

第 2因子 と第 3因子で は ， 異な る側面を表わ して おり，

前者は肯定的側面で あり，後者は否定的側面で あ る 。

した が っ て ，第 2 因子 は 「肯定的女性 イ メ ージ」因子

と命名 し， 第 3 因子は 「否定的女性イ メ
ージ」因子と

命名 した 。

　 「複合的職業イ メージ 」 が，因子負荷量 が 際立 っ て

大きく， 構成す る項目数も多 い の で，イメージ の大き

な部分 を 占 め て い る と考え られ る 。 しか し ， 第 2 因子

と第 3因子は ， 異な る側面を表わ して い る が，い ずれ

も女性イ メ
ージ で あり，メ デ ィ ア に 登場す る看護婦を

看護婦 自身 は 複合的 な職業 イ メ ージ と女性イ メ ージ と

捉えて い ると言え る 。

4）総合考察

看護婦自身 が 考 え る イ メ
ージ像 の 構造 は，現実像 は

理想像 と異な り，
マ ス メ デ ィ ア に 登場す る看護婦像 と

も異 な る もの で あ っ た。

　現実像と理想像とで 因子構造が 異 な る とい うこ とは，

臨床現場 で 働 く看護婦が現実像 に は 必ず し も満足 して

い な い と考え る こ とが で きる。 そ の 視点 で理想像の 因

子構造，な ら び に 構成項 目をを検討す る と，現実像と

の ギ ャ ッ プが 明確 に な る 。 理想像 で は ， 第 1因 子が

「肯定的専門 イ メ
ージ」 で あ り，第 2 因子 は 「学究的

イ メ
ージ」 で あ っ た。こ の 2っ の 因子を構成する項目

の 多 くは ， 現実像の第 1因子 の 「職業 イ メ
ージ」を構

成す る項目で あ る 。 と い うこ とは， 現実の 看護業務の

中に 渾然
一

体 として 存在す る専門職 と して の 側面 と学

究的な側面とを 明確 に 区別 した方向を志向して い る と

考えるこ とがで き る。 また ， 現実像で み られ た性格行

動面は イ メージ構造の 中に 存在 しなか っ た。現実像 で

は看護婦自身 も性格行動面を意識 して は い る が ， 志向

は あ くまで も職業人 と して の 看護職で あ り，そ れもか

な り明確 に分化 した もの だ と 考え られる。 こ の 意味で ，

多少拡大解釈 を すれ ば，現実と理想の 狭間で 悩み っ つ

も，理想を志向して い る看護婦像が浮き上が っ て くる

とい え よ う 。

　 また
， 専門職として の 側面と学究的な側面 とを明確

に 区別 した方向を志向して い る と い うこ とは，そ れ に

対す る ニ ーズが 存在 して い る とい う こ と で あ る 。 し た

が っ て，そ れ を満足さ せ る よ うな 何 らか の 教育シ ス テ

ム や サ ービ ス が提供されるこ とが重要 で ある。

　 マ ス メ デ ィ ア に登場す る看護婦を看護婦自身は複合

的な職業 イ メ ージ と女性イ メ
ージ と捉 え て い る と考え

られ る の だ が，メ デ ィ ア 像の 第 1因子の 「複合的職業

イ メ
ージ」を構成して い る項 目を検討すると，現実像

の 第 1因子 の 「職業イ メ ージ」因子 に，さ らに現実像

の 第 2，第 3因子 の 性格行動傾向が渾然と加わ っ て い

る 。 ま た ，
メ デ ィ ア 像の 第 2 ，第 3因子は い ずれ も，

「女性イ メ
ージ」 で あ る 。 した が っ て ，

マ ス メ デ ィ ァ

に登場す る看護婦像は ， 看護婦が捕 らえ る現実像か ら

は，ま た，理 想像か ら は さ らに 後退 した もの で あ る と

い え る 。

　今後 は，少数 な が らも徐々 に増え っ っ あ る看護士 の

イ メ
ージ構造 も検討し， 看護職 に っ い て 再考 して い く

計画で あ る 。
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